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ジ
ャ
ン
プ
は
北
大
か
ら

　

ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
の
起
源
は
一
八
四
〇
年
頃
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
テ
レ
マ
ー
ク
地
方
が
発
祥
と
さ
れ
、

明
治
十
二（
一
八
七
九
）
年
、
同
地
方
に
住
む
靴

屋
の
少
年
が
オ
ス
ロ
の
丘
で
二
三
メ
ー
ト
ル
飛
ん

だ
と
い
う
の
が
、
ジ
ャ
ン
プ
大
会
最
初
の
記
録
と

し
て
残
っ
て
い
る
。

　

で
は
日
本
の
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
は
い
つ
か
ら

始
ま
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
大
正
五（
一
九
一
六
）

年
、
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学（
現
在
の
北
海
道

大
学
）水
産
学
科
の
遠
藤
吉
三
郎
教
授
が
北
欧
へ

の
留
学
を
終
え
、
帰
任
し
て
か
ら
と
言
わ
れ
て
い

る
。

　

以
後
農
科
大
生
が
ジ
ャ
ン
プ
の
研
究
を
行
い
、

北
海
道
帝
国
大
学
と
な
っ
た
後
の
大
正
十
二（
一

九
二
三
）
年
に
は
、
ス
キ
ー
部
が
三
角
山
に「
シ

ル
バ
ー
シ
ャ
ン
ツ
ェ
」と
い
う
ジ
ャ
ン
プ
台
を
建

造
。
翌
年
、
第
一
回
北
海
道
選
手
権
大
会
が
行
わ

れ
た
が
、
優
勝
者
の
記
録
は
わ
ず
か
一
二
メ
ー
ト

ル
四
〇
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　

同
年
秋
に
学
生
た
ち
は
こ
の
シ
ャ
ン
ツ
ェ
を
三

〇
メ
ー
ト
ル
級
に
改
造
し
、
大
正
十
五（
一
九
二

六
）年
に
北
大
の
村
本
金
弥
が
二
八
メ
ー
ト
ル
二

〇
の
日
本
新
記
録
を
つ
く
っ
た
。

ヘ
ル
セ
ッ
ト
中
尉

　

昭
和
四（
一
九
二
九
）
年
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
か
ら

サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー

チ
ー
ム
の
監
督
で
あ
り
、
シ
ャ
ン
ツ
ェ
設
計
の
権

威
で
も
あ
っ
た
オ
ラ
フ
・
ヘ
ル
セ
ッ
ト
中
尉
ら
三

名
が
来
道
し
た
。
目
的
は
、
ジ
ャ
ン
プ
台
の
建
設

と
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
の
技
術
指
導
で
あ
っ

た
。

O W L

札
幌
の
街
並
み
が
眼
下
に
広
が
る

「
大
倉
山
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
」。

だ
が
こ
こ
は
山
で
は
な
く
丘
だ
っ
た
。
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こ
れ
は
秩
父
宮
が
か
ね
て
か
ら「
日
本
で
冬
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
す
る
な
ら
札
幌
を
お
い
て

な
い
。
そ
の
た
め
に
は
大
き
な
シ
ャ
ン
ツ
ェ
が
必

要
」と
語
っ
て
お
り
、
大
倉
喜
七
郎
男
爵
が
そ
の

意
を
汲
ん
で
建
設
地
の
選
定
と
設
計
の
た
め
に
、

遠
く
ノ
ル
ウ
ェ
ー
か
ら
ヘ
ル
セ
ッ
ト
中
尉
ら
を
招

い
た
も
の
だ
っ
た
。
同
年
ヘ
ル
セ
ッ
ト
中
尉
の
要

請
で
荒
井
山
に「
荒
井
山
記
念
シ
ャ
ン
ツ
ェ
」が

建
設
さ
れ
、
ジ
ャ
ン
プ
界
は
四
〇
メ
ー
ト
ル
級
時

代
に
突
入
し
た
。

　

こ
の
記
念
シ
ャ
ン
ツ
ェ
の
建
設
と
並
行
し
て

進
め
ら
れ
た
の
が
、
ヘ
ル
セ
ッ
ト
中
尉
が
設
計
し

た
大
シ
ャ
ン
ツ
ェ
の
建
設
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
昭

和
六（
一
九
三
一
）
年
十
二
月
、
世
界
に
肩
を
並

べ
る
大
ジ
ャ
ン
プ
台
、「
大
倉
シ
ャ
ン
ツ
ェ
」が
完

成
し
た
。
翌
年
一
月
、
初
の
競
技
と
し
て
全
日
本

学
生
大
会
が
行
わ
れ
た
が
、
東
洋
一
の
大
シ
ャ
ン

ツ
ェ
で
の
豪
快
な
ジ
ャ
ン
プ
を
観
よ
う
と
二
万
人

近
く
の
観
衆
が
つ
め
か
け
た
と
い
う
。

　

ジ
ャ
ン
プ
台
を
造
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
こ

れ
ま
た
大
倉
男
爵
の
お
陰
で
あ
っ
た
。
彼
は
私
財

を
投
じ
て
建
設
す
る
こ
と
を
快
諾
し
、
大
倉
土
木

株
式
会
社（
現
在
の
大
成
建
設
）の
工
事
に
よ
り

六
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
ジ
ャ
ン
プ
台
を
完
成
さ
せ
、

札
幌
市
に
寄
贈
し
た
。
ジ
ャ
ン
プ
台
の「
大
倉
」

と
い
う
名
前
は
、
当
時
の
橋
本
正
治
札
幌
市
長

が
、
寄
贈
者
大
倉
男
爵
の
厚
意
に
報
い
る
と
し
て

名
づ
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

戦
前
、
大
倉
シ
ャ
ン
ツ
ェ
で
不
滅
の
大
ジ
ャ
ン

プ
と
言
わ
れ
た
の
が
、
昭
和
十
四（
一
九
三
九
）

年
、
浅
木
文
雄
が
飛
ん
だ
七
九
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
た
め
に
建
設
さ

れ
た
こ
の
シ
ャ
ン
ツ
ェ
で
あ
っ
た
が
、
日
中
戦
争

の
激
化
に
よ
り
開
催
権
を
日
本
政
府
が
返
上
し
た

た
め
、世
界
の
耳
目
を
集
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

「
大
倉
山
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
」に
改
称

　

戦
後
は
八
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
ジ
ャ
ン
プ
台
と

な
っ
た
が
、
昭
和
三
十
八（
一
九
六
三
）年
、
菊
地

定
夫
が
一
〇
二
メ
ー
ト
ル
を
マ
ー
ク
し
、
つ
い
に

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ジ
ャ
ン
プ
時
代
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
一
九
七
二
年
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
が
札
幌
に
決
定
し
た
こ
と
か
ら
、
大
倉
シ
ャ
ン

ツ
ェ
は
九
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
ジ
ャ
ン
プ
会
場
と
し

て
大
幅
な
改
修
が
行
わ
れ
、
Ｋ
点
一
一
〇
メ
ー
ト

ル
、
五
万
人
の
観
客
収
容
可
能
な
国
立
の
競
技
場

と
な
っ
た
。
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
の
名
称
も
、
大
倉

男
爵
由
来
の
名
前
に「
山
」の
文
字
が
書
き
足
さ

れ
、「
大
倉
シ
ャ
ン
ツ
ェ
」は「
大
倉
山
ジ
ャ
ン
プ

競
技
場
」と
い
う
名
前
に
変
更
と
な
っ
た
。

　

実
は
ジ
ャ
ン
プ
台
の
あ
る
場
所
は
地
図
上
で

は
、
大
倉
山
と
い
う「
山
」で
は
な
く
、
名
の
無
い

丘
な
の
だ
が
、
選
手
た
ち
が「
大
倉
山
に
行
く
」と

い
つ
も
言
っ
て
い
た
た
め
、山
を
加
え
た
と
い
う
。

　

こ
の
ジ
ャ
ン
プ
台
で
、
笠
谷
幸
生
や
金
野
昭

次
、
青
地
清
二
ら
が
競
り
合
い
を
繰
り
広
げ
、
こ

れ
が
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
七
〇
メ
ー
ト
ル
級

の
表
彰
台
独
占
に
繋
が
っ
た
。

街
に
近
い
ジ
ャ
ン
プ
台

　

大
倉
山
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
は
平
成
七（
一
九
九

五
）
年
、
国
か
ら
札
幌
市
に
移
管
さ
れ
、
翌
年
に

は
Ｋ
点
一
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
改
修
さ
れ
た
。

　

大
倉
山
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
は
現
在
も
国
内
の

大
会
は
も
ち
ろ
ん
、
国
際
的
な
大
会
が
数
多
く
開

催
さ
れ
て
い
る
が
、
札
幌
市
は
ラ
ー
ジ
ヒ
ル
の

ジ
ャ
ン
プ
台
が
あ
る
都
市
と
し
て
は
世
界
最
大
で

あ
り
、
大
倉
山
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
は
、
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
開
催
地
の
台
の
中
で
最
も
市
街
地
に
近
い

台
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
も
ジ
ャ
ン
プ
台
の
住
所
は
札
幌
市
中
央

区
。
世
界
の
有
名
な
ジ
ャ
ン
プ
台
は
、
ほ
と
ん
ど

が
山
奥
に
あ
り
、
選
手
は
宿
泊
も
含
め
競
技
場
周

辺
で
時
間
を
過
ご
す
し
か
術
が
な
い
。
だ
が
、
大

倉
山
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
は
眼
下
に
大
通
公
園
な
ど

の
市
街
地
が
広
が
り
、
遊
び
に
も
す
ぐ
行
け
る
場

所
に
あ
る
の
で
、
世
界
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
た
ち
は
競

技
後
に
札
幌
の
街
に
繰
り
出
す
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
大
会
に
参
加
し
て
い
る
と
い
う
。

世
界
で
も
ま
れ
な

市
街
地
に
近
い
ジ
ャ
ン
プ
台

大倉シャンツェ（昭和11年）
（『札幌市寫眞帖』より転載）

大倉山ジャンプ競技場から市街地を望む（札幌市公文書館所蔵）

大倉喜七郎男爵（大倉集古館所蔵）
ホテルオークラ創業者。自動車、囲碁、音
楽、美術など文化・スポーツの多方面で
広く貢献した



Interview

あ
う
る
の

杜
中
舘
寛
隆
さ
ん

評論と編集で北海道内の
出版物をもり立ててきた、
中舘寛隆さんの「あうるの杜」

です。

中
舘
寛
隆
編
集
事
務
所

道内出版界を道内出版界を
まとめたものをまとめたものを
残したい残したい

﹃
読
書
北
海
道
﹄

　

一
九
七
七
年
に
仲
間
二
人
と
北
海

道
読
書
新
聞
社
を
立
ち
あ
げ
、
書
評

紙﹃
読
書
北
海
道
﹄
を
発
行
し
、
そ
の

編
集
長
を
務
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
二

人
は
退
社
。
第
一
三
号
か
ら
私
個
人

が
編
集
発
行
す
る
月
刊
紙
に
な
り
ま

し
た
。

　

発
行
の
目
的
は
、
北
海
道
に
関
す

る
出
版
物
の
批
評
と
情
報
提
供
、
表

現
活
動
に
お
け
る
批
評
の
活
性
化
で

し
た
。
書
評
だ
け
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
色
々
な
分
野
の
表
現
や
研

究
活
動
、
あ
る
い
は
メ
デ
ィ
ア
そ
の

も
の
も
批
評
の
対
象
に
し
ま
し
た
。

　

文
学
批
評
が
紙
面
の
柱
の
ひ
と

つ
で
し
た
が
、
詩
の
笠
井
嗣
夫
と
永

井
浩
の
論
争
な
ど
、
論
争
を
い
く
つ

か
生
み
、
道
内
の
文
学
活
動
に
大
き

な
刺
激
を
与
え
て
き
た
と
自
負
し
て

い
ま
す
。
結
局
、﹃
読
書
北
海
道
﹄
は

一
九
八
九
年
、
一
三
一
号
で
休
刊
し
、

そ
の
後
は
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
と
し
て

発
行
し
た
時
期
も
あ
り
ま
す
。

時
代
背
景

　
﹃
読
書
北
海
道
﹄
が
出
た
時
代
は
、

ち
ょ
う
ど
北
海
道
百
年
の
頃
で
、「
新

北
海
道
史
」の
編
纂
が
あ
り
、
道
史
研

究
が
ぐ
っ
と
進
み
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
っ
て
地
方
史
研
究
も
活
性
化
し
、
市

町
村
史
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
歴
史
や
ア

イ
ヌ
民
族
関
係
な
ど
道
内
の
出
版
が

活
発
に
な
っ
た
。

　

文
学
の
方
で
も
高
橋
揆
一
郎
が
芥

川
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
が
、
そ
の
高
橋

や
渡
辺
淳
一
が
い
た「
く
り
ま
」
と
い

う
札
幌
の
文
芸
同
人
誌
が
あ
り
ま
し

た
。
渡
辺
淳
一
は
す
で
に
直
木
賞
を
手

に
し
て
い
ま
し
た
が
、「
く
り
ま
」
の

書
き
手
な
ど
が
毎
回
の
よ
う
に
芥
川

賞
・
直
木
賞
の
候
補
に
な
り
、
盛
り
上

が
っ
た
時
期
で
し
た
。

考
え
方
に
変
化
が

　
﹃
読
書
北
海
道
﹄
を
や
め
た
後
、
北

海
道
新
聞
か
ら
、
読
書
欄
に
北
海
道
関

係
の
本
の
記
事
を
定
期
的
に
載
せ
た

い
と
い
う
話
が
あ
り
、
そ
の
枠
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
を
去
年
の
三
月
ま
で
続

け
て
い
ま
し
た
。
二
〇
〇
三
年
に
は
、

掲
載
さ
れ
た
も
の
を
ま
と
め
、﹃
必
読

北
海
道
﹄と
い
う
単
行
本
も
出
版
し
ま

し
た
。

　
﹃
読
書
北
海
道
﹄
を
や
っ
て
い
た
時

は
批
判
第
一
で
し
た
。
い
い
仕
事
を
し

て
ほ
し
い
か
ら
こ
そ
の
批
判
な
ん
だ

け
れ
ど
も
、
書
き
手
に
も
自
負
が
あ
る

か
ら
、
反
発
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

し
か
し
、
道
新
の
仕
事
を
す
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
は
、
な
ぜ
こ
の
本
を
取

り
上
げ
た
の
か
、
そ
の
価
値
を
説
か
な

け
れ
ば
意
味
が
無
い
。
だ
か
ら﹃
読
書

北
海
道
﹄時
代
の
よ
う
に
、
批
判
す
る

た
め
に
取
り
上
げ
る
の
は
ち
ょ
っ
と

違
う
の
か
な
、
と
い
う
ふ
う
に
考
え
方

が
変
わ
り
ま
し
た
。

北
海
道
の
作
家

　

今
、
北
海
道
の
作
家
は
期
待
が
も
て

ま
す
よ
。﹃
読
書
北
海
道
﹄の
時
代
よ
り

も
も
っ
と
い
ま
す
。
昨
年﹃
肉
弾
﹄
で

大
藪
春
彦
賞
を
受
賞
し
た
別
海
の
河
﨑

秋
子
な
ど
若
手
が
次
々
と
デ
ビ
ュ
ー
し

て
い
ま
す
。

　

岩
見
沢
出
身
の
氷
室
冴
子
の
功
績
を

讃
え
て「
氷
室
冴
子
青
春
文
学
賞
」
が

二
〇
一
八
年
に
創
設
さ
れ
た
け
れ
ど
、

い
ま
文
学
賞
が
も
の
す
ご
い
勢
い
で
増

え
て
い
ま
す
。
賞
の
中
身
も
純
文
学
だ

け
で
な
く「
氷
室
冴
子
賞
」の
よ
う
に
エ

ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
も
多
い
。
多
く
の

作
家
は
そ
こ
か
ら
デ
ビ
ュ
ー
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら

　

今
後
、
北
海
道
の
出
版
業
界
は
厳
し

い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
道
内
出
版
社

の
数
は
雑
誌
社
を
除
く
と
約
一
〇
社

で
ほ
と
ん
ど
が
札
幌
。
一
昨
年
北
海
道

命
名
一
五
〇
年
だ
っ
た
の
で
ち
ょ
っ

と
出
版
点
数
が
増
え
た
け
れ
ど
、
去
年

ま
た
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。
去
年
は
総
計

一
五
〇
冊
も
出
版
し
て
い
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

私
が﹃
読
書
北
海
道
﹄を
や
っ
て
い

た
時
代
、
道
内
の
版
元
さ
ん
の
一
番
の

ネ
ッ
ク
は
流
通
で
し
た
。
東
日
販
が

全
部
お
さ
え
て
い
た
か
ら
、
取
次
に
口

座
を
持
た
な
い
と
本
が
さ
ば
け
な
い

時
代
が
ず
う
っ
と
あ
っ
た
。
し
か
し

今
は
、
ネ
ッ
ト
で
買
え
ば
い
い
と
い
う

時
代
に
な
り
、
そ
の
問
題
は
ク
リ
ア
で

き
た
。

　

け
れ
ど
も
、
ネ
ッ
ト
で
本
を
買
う
人

は
、
す
で
に
買
う
本
を
決
め
て
い
る
人

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
書
店
に
来
る
人

は
、
こ
の
本
を
読
み
た
い
の
で
買
い
に

来
た
と
い
う
人
だ
け
で
は
な
い
は
ず

で
す
。
町
の
本
屋
さ
ん
に
は
本
へ
の

入
口
と
し
て
大
切
な
役
割
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
が
急
速
に
消
え
て
い
る

の
は
残
念
な
こ
と
で
す
。

　

も
う
七
〇
歳
に
な
る
の
で
難
し
い

か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
北
海
道
の
出

版
界
を
キ
チ
ッ
と
ま
と
め
た
も
の
を

残
し
た
い
で
す
ね
。
戦
後
の
北
海
道

の
出
版
社
ブ
ー
ム
な
ど
掘
り
起
こ
し

記
録
に
残
し
た
い
テ
ー
マ
は
、
い
っ
ぱ

い
あ
る
の
で
す
。

中舘寛隆
なかだて ひろたか

1950年釧路市生まれ。札幌市在住。
1977年北海道読書新聞社を設立。『読書
北海道』の編集長を務める。1989年131
号で休刊後はメール版を発行。1996年か
ら2019年まで北海道新聞の北海道の本
のコーナーを担当。北海道文学館評議員。
編著に『読書北海道〈縮刷版〉』（1995
年、北海道読書新聞社）、『必読北海道』

（2003年、同）などがある。
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│
日
本
語
を
考
え
る

「
北
海
道
弁
」

　

東
京
の
婚
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
会
社
が
、二
〇
〜
三
九
歳
の
独

身
男
女
に「
好
き
な
方
言
」に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
第
一
位
に
な
っ
た
の
は
博
多
弁
で
し
た
。
第
二

位
関
西
弁
、
第
三
位
京
都
弁
、四
位
標
準
語
、
五
位
広
島
弁
、

六
位
沖
縄
弁
と
続
き
、
な
ん
と
第
七
位
に
北
海
道
弁
が
ラ
ン

ク
イ
ン
し
て
い
ま
し
た
。
ち
ょっ
と
驚
き
ま
す
よ
ね
。

　

そ
の
後
に
津
軽･

秋
田･

仙
台
の
東
北
弁
系
が
続
く
の
で

す
が
、
北
海
道
弁
が
独
身
男
女
に
人
気
の
方
言
と
い
う
の
が

意
外
で
す
。
確
か
に「
そ
だ
ね
〜
」
は
、
北
見
の
カ
ー
リ
ン
グ

チ
ー
ム
、ロ
コ
・
ソ
ラ
ー
レ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
活
躍
で
一
躍
有

名
に
な
り
ま
し
た
が
…
…
。

　

道
産
子
は
方
言
を
意
識
せ
ず
に
、「
手
袋
を
履
く
」「
ゴ
ミ

を
投
げ
る
」
な
ど
を
標
準
語
だ
と
思
っ
て
し
ゃ
べっ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
々
あ
り
ま
す
が
、ア
ク
セ
ン
ト
に
も
北
海
道
独
特
の
も

の
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば「
椅
子
」。
平
坦
に「
い
す
」
と
い
う

の
が
標
準
語
で
す
が
、
北
海
道
は「
い・
す
」と
前
に
ア
ク
セ
ン
ト

を
置
き
ま
す
。「
た
ま
ね
ぎ
」
も
正
し
い
ア
ク
セ
ン
ト
は「
た
ま

ね・
ぎ
」な
の
で
す
が
、
道
民
の
多
く
は「
た
ま・
ね
ぎ
」と
言
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
堂
々
と
人
前
で
北
海
道
弁
を
披
瀝
す
る
の

が
、
道
産
子
の
素
晴
ら
し
さ
・
た
く
ま
し
さ
な
の
で
す
。

　

私
に
も
苦
い
経
験
が
あ
り
ま
す
。
昔
イ
ベ
ン
ト
の
昼
食
と
し

て
ス
タ
ッ
フ
に
弁
当
を
配
り
、「
み
ん
な
、
弁
当
あ
た
っ
た
？
」

と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
本
州
の
連
中
に
ビ
ッ
ク
リ
さ
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。「
あ
た
っ
た
＝
食
中
毒
」と
思
わ
れ
た
の
で
す
。

　

元
道
内
Ｆ
Ｍ
局
の
カ
リ
ス
マ
女
性
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
こ
ぼ
し

て
い
ま
し
た
。
彼
女
は
東
京
育
ち
な
の
で
す
が
、
東
京
で
タ
ク

シ
ー
に
乗
り
、
運
転
手
さ
ん
と
色
々
話
し
て
い
た
ら
、「
お
客
さ

ん
、
北
海
道
の
人
で
し
ょ
う
？
」と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

北
海
道
弁
っ
て
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
人
に
使
わ
せ

て
し
ま
う
不
思
議
な
パ
ワ
ー
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
！

新型コロナウイルスの感染拡大が止まらない。状況は日に日に悪化し海外では国境封鎖、都市封鎖が現実となって
おり、我が国も「感染の爆発的拡大」を懸念せざるを得ない事態である。経済活動の停滞の影響も大きくなっている。
出版業界も同様であるが、先ごろ70年以上前に出版された小説『ペスト』に注目が集まり、増刷に至ったというニュー
スがあった。また、出版社が臨時休校中の小・中学生に向け、電子書店で期間限定無料公開をしたり、デジタル教材
を無料で提供するという動きも伝えられる。休館中の図書館から、ネット経由での電子書籍利用の呼びかけもされた。
小社のコンテンツも役立てばうれしい。混乱の早期終息を切に願うが、我 も々やれることをやっていくしかない。（Ｙ）

■発行・編集／中西出版（株）
　〒007-0823 札幌市東区東雁来3条1丁目1-34
　電話011-785-0737 FAX011-781-7516
　E-mail: owl@nakanishi-shuppan.co.jp
■発行責任者／林下英二
■発行日／2020年4月10日
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新たな碑を加えた「増訂」版

北海道で躍動した人々の物語

ご当地絵本シリーズ15年目の最新作には多言語版も登場！

後進が育つよき環境となるために 新たな経絡を探る治療の日々

http：//nakanishi-shuppan.co.jp

増訂 新版 武四郎碑に刻まれたアイヌ民族
民族の復権をめざして
杉山四郎・著
定価：本体1,200円＋税

北海道命名150年記念
ほっかいどう百年物語 下巻
STVラジオ・編
定価：本体1,200円＋税

おばけのマ〜ルとすてきなことば
〔多言語版〕Marl the Ghost and Some Beautiful Words
なかい れい・え、けーたろう・ぶん、みやうち あい・英訳
定価：本体1,200円＋税

後継者が育つ“よき経営者”の役割
吉川孝・著
定価：本体1,200円＋税

続・ようこそ菜の花治療院へ
出会いの日々
山口千穂子・著
定価：本体1,400円＋税

　“北海道の名づけ親”松浦
武四郎。幕末に活躍したこの
探検家の6度にわたる蝦夷
地探査の道程に建てられた
碑を求め、北海道各地やサハ
リンへ赴き、碑と碑文全文を
記録。後世の人々が碑に刻
んだ武四郎の旅には、調査を
支えたアイヌの人々の姿が残
されていました。
　2003年刊の初版を補筆し
た「新版」から3年。「北海道
命名150年」を契機に建てら
れた新たな碑などを加えた最
新「増訂」版です。

　昨秋まで、北海道で放送
されていた同名ラジオ番組
の書籍化シリーズの特別編・
下巻。北の大地に息づく先
人たちの人間ドラマ20編を、
2010〜2017年放送分の原稿
から厳選しました。
　開拓事業唯一の成功例と
いわれた赤心社、アイヌ民族
の地位向上を詠い夭逝した
歌人・違星北斗をはじめ、ゆう
ばり映画祭、優佳良織の木
内綾、札幌千秋庵の岡部卓
司など、現在に続く物語も収
録しています。

　円山に住むおばけのマ〜ルはお出かけ
が大好き。いつものようにおともだちを見
つけに、どんどんどんどんアプカシ アプカ
シ。けれども今日は、なんだかずいぶん遠く
へ来たようで……。シリーズ10作目のマ〜
ルは札幌から足を踏み出し、もっとたくさん
のおともだちを探しに出かけます。歩いて
歩いて、その道の先で待っているおともだ

　中小企業とその事業承継
支援に関わり続けてきた著者
が、事業承継を考えている経
営者へ向けたメッセージを本
にまとめました。
　事業承継では経営の維持
や税金対策が重視されがち
ですが、その本質は人間的
側面にあると指摘。後継者
の育成と決定、代表交代と
進む中で経営者が抱える、葛
藤や喪失感といった感情に
寄り添う内容となっています。
後進に道を譲る難しさに向き
合う心を支える一冊です。

ちとは、どんなお話ができるのでしょうか。
　誕生して15年目となる今回のマ〜ルは、
4月の「ウポポイ」誕生へのエールを込めて、
日本語／アイヌ語表記版の他に、英語・ハ
ングル・繁体字・簡体字を併記した「多言
語版」を発売予定。たくさんのおともだちと
色々な言葉に囲まれて、マ〜ルは歩いて
行きます。

　和紙灸での治療を行う小
樽の鍼灸院での、進化する
治療の日 を々綴ったドキュメン
タリー風エッセイの続編。
　足裏やふくらはぎから経絡
を探り当て、和紙灸での効
果的な治療法を確立した著
者でしたが、ふとしたことから
今度は手指に着目。手の甲
や掌、さらには足裏や下肢に
も新たな治療穴を見つけまし
た。患者と向き合う実践の中
で治療法が発見・発展してい
く過程が、柔らかな語り口で
丁寧に記されています。

中西出版
B6判、281頁
2020年2月刊行

中西出版
四六判、357頁
2019年11月刊行

※ご注文の際には
英語書名または

「多言語版」と
ご指定ください。

中西出版
四六判、146頁
2019年12月刊行

中西出版
A4変形判、32頁
2020年4月刊行予定

中西出版
A5判、171頁
2020年1月刊行

“多言語版”の表紙と本文ページの一部




